





























（ML＝Music Laboratory 教室：デジタルピアノ 46台設
置）受講し、グループレッスンは 90分の前半がピアノ
演奏レヴェル初級者、90分の後半は中／上級者が受講
する。すなわち、初級者 A は前半 40分間 ML 教室で
グループレッスンを受講し、後半 45分のうち 15分間個
人レッスンを受講する。中／上級者 B は前半 45分のう
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16年度生 17年度生 18年度生 3年間の平均
人数 人数 人数 人数
全く未経験 36 33.0％ 30 23.6％ 16 18.6％ 27.33 25.08％
3ヶ月以上
6ケ月未満 9 8.3％ 12 9.4％ 4 4.7％ 8.33 7.45％
6ケ月以上
12か月未満 10 9.2％ 9 7.1％ 5 5.8％ 8.00 7.36％
1年以上
3年未満 16 14.7％ 30 23.6％ 20 23.3％ 22.00 20.52％
3年以上
6年未満 22 20.2％ 19 15.0％ 21 24.4％ 20.67 19.85％
6年以上 13 11.9％ 25 19.7％ 20 23.3％ 19.33 18.29％
回答なし 3 2.8％ 2 1.6％ 0 0.0％ 1.67 1.44％









































































































時の在籍人数 111人中 24人）、2017年度生は 1.56％
（当時の在籍人数 128人中 2名）と、全員がバイエル（3
番）からスタートする学習方法は大きな成果に結びつい
た。
Ⅴ、まとめ
読譜力が定着しない状況を改善するため、入学前ピア
ノ教育の機会に受講者全員に「読譜カード」の導入を考
えている。音符を見たら瞬時に指が反応するところまで
を入学前から入学後に引き続く課題とする。読譜の壁を
乗り越えた先に適切なテキストが待っていれば、これこ
そが最も効率の良いピアノ教育であろう。学生の資質や
学習傾向を充分理解した上で、保育士・幼稚園教諭養成
課程にふさわしい本学独自のテキスト作成をもうひとつ
の課題としたい。
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